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 要  旨 
次世代のセルラ移動通信において，セル端でのユーザスループットの向上を目的とした，リレー
基地局を用いる中継伝送が注目を集めている．特に，セル端では希望受信信号電力が低く，さら
に他セルからの干渉信号電力が大きい劣悪な環境であることから，リレー基地局による中継伝送
を適用することで大幅な通信品質の改善が期待できる．しかしながら，リレー基地局を用いた中
継伝送では，リレー基地局を導入することにより，セル間の干渉電力が増加してしまう問題があ
る．さらに AF 型のリレー基地局は，受信した信号の干渉成分も増幅してしまうために, 中継伝
送によるスループット改善効果が低下するという課題がある．本稿では，リレー基地局を使うス
ロットを隣接 3 セル間でずらし，リレー基地局およびユーザ端末で影響を受ける他セル干渉を低
減することによって，セル端における下り回線のスループットを改善する手法を提案する．また，
提案手法を実現するスケジューリング手法として，複合スケジューリング機構を採用することに
より，全ユーザ端末の公平性を考慮した上でセル端スループットを大きく改善することができる
ことを示す．さらに，本研究では基地局の仕様を変更する必要のないリレーシステムについての
検討も行った．リレー基地局を用いたリレーシステムについては，過去にも多くの研究がなされ
ており，その有効性は十分に確かめられているため，実システムレベルでもスループットの改善
に有効であると考えられる．しかしながら，そのほとんどの方法は既存の基地局の仕様を変更す
るリレーシステムであり，実システムに適用させるためには，既存の基地局のシステム変更をし
なければならず，コストがかかるという課題がある．そこで本研究では既存の基地局の仕様，機
能を変更せずに実現可能なリレーシステムを考えることにする．しかし，リレーシステムのシス
テムスループットはリレー基地局に与える機能や情報に大きく依存することが考えられるため，
本稿ではリレー基地局に追加する機能および情報によるシステムスループットへの影響を計算機
シミュレーションにより評価した． 
 
